
薬 学 生 新 聞

　医薬品卸は医薬品、医療機器など
を安心、安全、安定的に、必要な量
を必要な時に必要な場所（医療機関
等）に届ける役割を担っている。医
薬品卸に在籍する薬剤師の仕事は、
当然のことだが医療現場や薬局薬店
とは異なるが、高度な薬学知識を活
用した専門的な業務であることには
違いない。大手卸メディセオの学術
情報部ナレッジサポートグループに
おける薬剤師の業務内容、やりがい
などを、片岡真希さんと鈴木貴子さ
んに聞いた。
　卸にはＭＳ（マーケティング・ス
ペシャリスト）と呼ばれる営業職が
いるが、メディセオでは、独自のＡ
Ｒ（アシスト・リプレゼンタティブ
ス）というＭＲ資格を有する専門職
のＭＳがいる。
　本社学術情報部での業務は、ＡＲ
育成支援としての学習用コンテンツ
作成、ＭＲ認定試験合格に向けたｅ
－ラーニングツールのほか、学術的
資料、新製品・注力品の販促用パン
フレットや動画、医薬情報誌、医療
情報提供サイトも作成している。薬
剤師としては営業からの問い合わせ
に対してＤＩ対応もしている。
　一方、医薬品を取り扱う支店にも
薬剤師、管理薬剤師が在籍しており、
薬学知識を生かして営業活動のサポ
ートを行っている。薬学生が就職先
として医薬品卸を選択することは少
ないのが現状だが、片岡さんは、「病
院や薬局では患者さんに対する業務
が主なものになりますが、私たちは
製薬メーカーをはじめとした様々な
業界の方とも日常的に接することが
できるので、社会人として幅広い業
務を行えることが魅力です」と卸の
薬剤師業務の特徴を説明した。
　鈴木さんも、「ルーティーンでは
ない多岐にわたった業務に携われる
ので、常に刺激があって楽しい仕事
だと感じています。様々な業界の方
と関わるため、コミュニケーション

スキルも向上しまし
た。また、若手でも
企画した提案を採用
してもらえるなど、
やりがいにつながる
環境にいます」と充
実した業務の様子を
語った。
　医薬品卸は、医薬
品だけではなく、医
療機器や試薬なども
取り扱う上に、医療
制度にも精通してい
なければならないた
め、いろいろな知識
が必要となる。卸と

いう仕事の性格上、多くのメーカー
の商品を取り扱い、新製品などの情
報も即座に入手できるが、この情報
を的確に提供していくことも重要な
役割の１つとなっている。
　「正確で使いやすい各種コンテン
ツを作成するには、大学で学んだ知
識がたいへん役立っていますし、も
っと勉強しておけばよかったと思っ

ています」と苦笑する鈴木さん。
　ＭＲ認定試験用のコンテンツをつ
くるには、薬理学や薬剤学などの専
門知識も必要になる。片岡さんは、
「専門知識をＭＳが正しく理解する
ためには、その知識をかみ砕く必要
があり、しっかりとした基礎が必要
となります。その意味では薬学を学
んだことが直結しています」と述べ
ると共に、取り扱う医薬品の数が多
い卸の薬剤師には、関係する幅広い
知識、情報を得ることが求められて
いることを説明し、「多くの知識や
情報を得ることができる環境にあり
ます。社会人、会社人として高いス
キルを吸収できる卸は薬剤師の仕事
としてお勧めです」と、スキルアッ
プを目指す意欲ある薬学生を誘う。
　メディセオのＡＲを活用したビジ
ネスモデルは業界でも初めてとなる
取り組みだが、これを可能としたの
は薬剤師の強力なサポートによるも
のが大きいとも言える。鈴木さんは、
「薬剤師の立場で、会社にとって有
用となる企画を立案し、提案したこ

とが会社の新たな方向性にも結びつ
いたので、仕事にやりがいと喜びを
感じています」と強調した。

　薬学生へのアドバイスを聞くと、
２人とも「コミュニケーションスキ
ルが必要です」と口を揃える。
　その専門性、教育環境から、薬剤
師はどうしても視野が狭くなりがち
だと指摘されている。「様々な事象
のバックグラウンドや社会情勢など
も勉強して、いろいろな環境に身を
置くことでコミュニケーションスキ
ルは高められます」「広い視野で見
ることを心がけてほしいですね」と
助言した。
　医薬品卸を志望する薬学生が少な
い現状ではあるが、２人の先輩を見
ていると、卸の薬剤師は幅広い視野
を備えた専門家という印象を受け
る。医薬品卸という職場を、人生の
選択肢の１つに加えてみてはどうだ
ろうか。
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専門性と共に広い視野も必要
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